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解　

題

中
村
隆
英
先
生
の
目
黒
の
御
自
宅
で
今
回
活
字
に
し
た
「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構

―
序
説
」
に
つ
い
て
、「
中
村
先
生
も
石
炭
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
の
で
す
ね
」
と

切
り
出
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
ん
な
の
書
い
た
か
な
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、「
資

料
と
し
て
紹
介
し
て
い
い
で
す
か
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
で
許
諾
い
た

だ
い
た
。「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説
」
で
あ
る
が
、
中
村
先
生
ら
し
く
大
き

く
概
観
し
、
簡
明
に
説
明
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
資

料
か
ら
要
諦
と
な
る
事
実
を
淡
々
と
列
挙
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

中
村
隆
英
が
石
炭
産
業
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
に
、『
石
炭
争
議
』（
戦
後
労
働
争

議
実
態
調
査　

第
一
巻
、
労
働
争
議
調
査
会
編
、
昭
和
三
二
年
一
月
）
が
あ
り
、
今

回
紹
介
す
る
「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説
」
で
も
同
書
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
。『
石
炭
争
議
』
で
は
、
戦
後
の
労
働
組
合
や
労
働
争
議
に
紙
幅
が
割
か
れ
、

「
序
章　

戦
後
の
石
炭
鉱
業
と
労
働
運
動
」（
有
澤
廣
己
と
共
著
）、
第
一
章
「
組
合
の

結
成
と
全
炭
の
闘
争
―
昭
和
二
〇
年
九
月
～
二
一
年
―
」
の
二
つ
の
章
が
中
村

の
担
当
で
あ
っ
た
。
も
う
一
冊
は
「
石
炭
産
業
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
労
働
通

信
教
育
講
座
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
書
か
れ
た
『
労
働
市
場
・
賃
金
』（
日
本
労
働
協

会
、
昭
和
五
一
年
）
で
も
「
賃
金
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
瞥
し
よ
う
。
有

澤
が
「
労
働
市
場
」
を
書
き
、
中
村
が
「
賃
金
」
を
担
当
し
た
。「
第
1
章　

海
外
の

賃
金
―
そ
の
動
向
と
賃
金
理
論
―
」、「
第
2
章　

日
本
の
賃
金
」、「
第
3
章　

戦
後
の
賃
金
」、「
第
４
章　

賃
金
政
策
」
と
い
う
章
立
て
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る

「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説
」
と
関
係
が
あ
る
の
が
、「
第
2
章　

日
本
の
賃

金
」
で
あ
る
が
、
三
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。「
Ⅰ　

賃
金
の
低
さ
」「
Ⅱ　

戦
前
の
賃

金
動
向
」「
Ⅲ　

賃
金
形
態
」

中
村
は
『
労
働
市
場
・
賃
金
』
の
中
で
「
農
村
の
日
雇
労
働
者
の
賃
金
」
を
製
造

業
の
日
給
と
比
較
し
て
、「
明
治
中
ご
ろ
か
ら
、
第
１
次
大
戦
の
始
ま
る
１
９
１
０
年

代
の
初
め
ま
で
、
女
子
の
賃
金
は
、
む
し
ろ
農
業
の
日
雇
の
方
が
高
く
、
ま
た
、
男

子
賃
金
は
、
両
者
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
」（
一
〇
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。

「
明
治
時
代
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
賃
金
が
、
農
業
の
賃
金
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
動
い

て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
わ
が
国
の
労
働
力
の
供
給
源
が
主
と
し
て
農
村
で
あ
り
、

【
資
料
紹
介
】
中
村
隆
英
「
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説
」三

輪

宗

弘
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農
家
の
所
得
や
賃
金
の
推
移
が
、
製
造
業
に
お
け
る
賃
金
を
規
制
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。」（
一
〇
三
頁
）
と
書
き
、
ま
た
「
賃
金
の
形
態
」
に
関
し
て
は
「
戦
前
の

賃
金
の
基
本
給
は
日
給
制
お
よ
び
出
来
高
給
制
度
が
大
部
分
を
し
め
て
い
た
。
と
く

に
初
期
に
お
い
て
は
、
出
来
高
給
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」（
一
〇
四
頁
）
と
指

摘
し
、「
第
１
次
大
戦
後
賃
金
体
系
は
複
雑
化
し
た
。
前
記
の
基
本
給
の
ほ
か
に
、
物

価
の
上
昇
に
対
処
す
る
た
め
の
臨
時
の
手
当
（
物
価
騰
貴
手
当
・
米
価
手
当
な
ど
）、

通
勤
手
当
・
住
宅
手
当
あ
る
い
は
伍
長
、
組
長
な
ど
へ
の
役
付
手
当
、
出
勤
手
当
・

勤
続
手
当
な
ど
が
一
般
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」（
一
〇
五
頁
）「
退
職
金
制

度
は
、
大
正
末
か
ら
普
及
し
て
い
た
が
、
昭
和
11
年
に
は
50
人
以
上
の
工
場
鉱
山
で

は
、
退
職
金
支
給
が
法
的
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」（
一
〇
六
頁
）「
戦
時
に

な
る
と
、
手
当
の
種
類
も
、
ま
た
金
額
も
増
加
し
た
。
家
族
手
当
・
所
定
休
日
手
当
・

祝
祭
日
手
当
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
基
本
給
の
引
き

上
げ
は
抑
制
さ
れ
た
か
ら
、
賃
金
の
増
額
は
主
と
し
て
手
当
の
形
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
年
功
給
制
度
は
戦
時
に
お
い
て
定
着
し
た
が
、
そ
れ
が

〝
生
活
給
〟・〝
家
族
手
当
〟
な
ど
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
戦
後
の
賃
金
体
系
の
素
材
は
こ
の
と
き
す
で
に
出
そ
ろ
っ
て
い
た
と
い
っ

て
い
い
。」（
一
〇
六
～
〇
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

中
村
隆
英
は
『
戦
後
日
本
経
済　

成
長
と
循
環
』（
経
済
学
全
集
二
五
、
筑
摩
書

房
、
一
九
六
八
年
）
の
中
で
、
西
川
俊
作
『
地
域
間
労
働
移
動
と
労
働
市
場
』（
有
斐

閣
）
に
依
拠
し
、
紡
績
業
の
「
女
子
労
働
力
が
地
元
で
は
ほ
と
ん
ど
調
達
さ
れ
ず
、

阪
神
・
近
畿
で
は
主
と
し
て
九
州
か
ら
中
部
地
方
に
わ
た
る
広
い
範
囲
で
、
ま
た
愛

知
県
で
は
中
部
地
方
を
中
心
と
す
る
全
域
か
ら
、
そ
し
て
京
浜
地
区
で
は
東
北
関
東

の
全
域
か
ら
吸
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」（
四
八
～
四
九
頁
）

と
述
べ
、「
男
子
労
働
力
を
中
心
と
す
る
重
工
業
の
場
合
も
、
た
と
え
ば
八
幡
製
鉄
所

は
南
九
州
や
中
九
州
の
、
ま
た
日
本
鋼
管
は
群
馬
県
を
中
心
と
す
る
北
関
東
、
新
潟

の
労
働
力
を
主
体
と
し
て
い
た
。
農
村
出
身
の
労
働
力
の
う
ち
、
良
質
と
考
え
ら
れ

た
も
の
が
、
近
代
産
業
の
中
に
吸
収
さ
れ
、
残
さ
れ
た
多
く
の
も
の
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
や
家
内
工
業
、
問
屋
制
家
内
工
業
な
ど
に
は
た
ら
き
、
あ
る
い
は
不
安
定

な
商
業
、
日
雇
、
人
力
車
夫
、
荷
車
挽
き
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
た
と
見
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
、「
農
村
の
過
剰
労
働
力
が
大
工
業
に
吸
収
さ
れ

る
と
き
、
ま
ず
め
や
す
に
な
る
の
は
地
元
に
お
け
る
農
業
の
賃
金
で
あ
り
、
そ
れ
と

の
見
合
い
で
流
失
が
き
め
ら
れ
る
。
そ
の
大
工
業
の
賃
金
が
、
都
市
の
零
細
工
業
の

賃
金
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
都
市
の
不
完
全
就
業
者
や
、

大
工
業
で
の
雇
用
に
ア
ブ
れ
た
層
は
、
ど
ん
な
就
業
機
会
で
も
、
―
た
と
え
賃
金

は
も
っ
と
や
す
く
て
も
、
収
入
の
と
も
な
う
職
で
さ
え
あ
れ
ば
―
こ
れ
に
と
び
つ

か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に
、
家
内
工
業
や
内
職
に
お
け
る
底
な
し
の
低
賃
金
が
生

れ
る
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」（
四
九
頁
）
と
指
摘
し
、
中
村
隆
英
は
生
涯
関
心

を
持
ち
続
け
た
「
二
重
構
造
論
」
と
関
係
づ
け
「
大
企
業
と
中
小
企
業
の
間
の
賃
金

格
差
は
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
。
大
企
業
―
中
小
企
業
―
家
内
工
業
―
内

職
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
わ
ば
幾
重
に
も
な
っ
た
労
働
市
場
の
す
が
た
は
、
第
１
次

大
戦
後
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
戦
後
に
も
ひ
き
つ
が
れ
た
の
で
あ
る
。」（
五
〇
頁
）

と
見
通
し
を
描
い
て
い
る
。

農
家
の
長
男
長
女
が
家
を
継
ぐ
と
し
て
、
農
業
の
生
産
性
が
「
第
１
次
大
戦
後
の

時
期
に
は
い
る
と
農
業
の
着
実
な
成
長
の
の
び
は
と
ま
る
。」（
四
六
頁
）
と
指
摘
し

て
、「
反
当
り
生
産
性
は
、
こ
こ
で
そ
の
発
達
が
と
ま
る
。
し
か
も
、
１
９
１
８
年
の

米
騒
動
以
後
、
や
す
い
植
民
地
米
が
増
産
さ
れ
、
米
価
の
相
対
的
優
位
も
保
て
な
く

な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。」
と
農
村
の
発
展
が
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
る
。

私
は
中
村
隆
英
の
本
を
読
み
な
が
ら
、
私
の
関
心
に
引
き
付
け
る
な
ら
ば
、
以
下
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の
よ
う
な
問
が
浮
か
ん
だ
。
農
業
か
ら
炭
鉱
（
鉱
業
）
に
職
を
見
出
し
た
鉱
夫
は
「
近

代
産
業
の
中
に
吸
収
」
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
「
大
工
業
で
の
雇
用
に

ア
ブ
れ
た
層
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
線
引
き
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
坑
内
夫

と
坑
外
夫
の
賃
金
格
差
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
日
当
り
の
賃
金

だ
け
で
な
く
、
一
ヶ
月
当
り
の
労
働
日
数
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
炭
鉱
夫

の
戦
前
の
学
歴
は
尋
常
小
学
校
卒
業
が
多
い
が
、
明
治
時
代
に
は
卒
業
も
し
て
い
な

い
鉱
夫
も
か
な
り
の
割
合
で
あ
る
。
炭
鉱
夫
と
「
不
安
定
な
商
業
、
日
雇
、
人
力
車

夫
、
荷
車
挽
き
の
よ
う
な
仕
事
」
と
ど
う
違
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
炭
鉱
夫
で
も
、

大
手
炭
鉱
と
中
小
炭
鉱
で
は
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
賃

金
や
労
働
環
境
に
差
が
出
た
で
あ
ろ
う
。
納
屋
（
飯
場
）
制
度
か
ら
企
業
直
轄
の
労

務
管
理
が
導
入
さ
れ
る
過
程
で
の
変
化
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
筑
豊
の
地
元
の
炭
鉱
夫

の
中
に
は
農
繁
期
に
は
農
業
に
従
事
す
る
掛
け
持
ち
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
筑
豊
の
炭

鉱
の
中
に
は
、
四
国
の
納
屋
頭
の
下
に
集
ま
っ
た
四
国
の
炭
鉱
夫
も
い
た
。

中
村
は
『
戦
後
日
本
経
済　

成
長
と
循
環
』
の
表
「
近
代
的
雇
用
量
の
推
計
」（
明

治
三
八
年
、
大
正
四
年
、
大
正
九
年
）
の
中
で
「
鉱
山
労
働
者
」「
従
業
員
10
人
以
上

の
工
場
労
働
者
」「
鉄
道
従
業
者
」「
海
員
」「
水
産
業
雇
用
者
」「
官
公
庁
雇
用
者
」

を
項
目
に
掲
げ
て
い
る
。
因
み
に
鉱
山
労
働
者
数
は
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
が

一
六
万
人
で
、
一
九
一
五
年
が
二
九
・
二
万
人
、
一
九
二
〇
年
が
四
四
・
一
万
人
で

あ
る
。

金
子
美
雄
を
委
員
長
と
す
る
「
昭
和
同
人
会
賃
金
構
造
委
員
会
」
が
編
集
し
た
『
わ

が
国
賃
金
構
造
の
史
的
考
察
』（
昭
和
同
人
会
編
、
昭
和
三
五
年
）
も
参
照
さ
れ
た

い
。
中
村
隆
英
は
執
筆
し
て
い
な
い
が
、
委
員
で
あ
っ
た
。
序
論
（
中
村
厚
史
）
に

は
「
第
二
次
大
戦
中
に
、
大
量
の
労
働
力
の
動
員
（
徴
用
と
い
う
形
で
）
と
生
産
増

強
・
物
価
・
安
定
と
い
う
国
家
要
請
と
が
相
俟
っ
て
、
総
て
の
労
働
者
に
、
生
活
保

障
の
要
素
と
生
産
刺
激
の
要
素
と
を
組
合
せ
て
賃
金
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

…
中
略
（
引
用
者
）
…
各
種
手
当
が
附
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
と
直
結
し
た

労
働
力
の
対
価
と
し
て
の
賃
金
の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
つ
た
」（
一
五
頁
）
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
金
子
美
雄
編
著
『
賃
金　

そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
』（
日
本
労
働
協

会
、
昭
和
四
七
年
）
の
中
で
も
特
に
孫
田
良
平
「
賃
金
体
系
の
変
動
」、
金
子
美
雄

「
賃
金
問
題
の
過
去
・
現
在
お
よ
び
未
来
」
も
長
期
的
に
俯
瞰
し
て
お
り
、
戦
時
中
の

賃
金
体
系
や
賃
金
格
差
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
中
村
隆
英
論
文
を
理
解
す
る

う
え
で
、
有
用
な
の
で
、
ぜ
ひ
紐
解
か
れ
た
い
。

中
村
隆
英
は
今
回
紹
介
す
る
論
考
の
中
で
「
明
治
末
期
に
お
け
る
炭
鉱
賃
金
は
、

農
村
の
水
準
に
固
定
」
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
期
に
な
る
と
「
農
村
日
傭
の
賃
金
と

の
間
に
は
よ
う
や
く
格
差
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
」
と
書
く
。
ま
た
大
正
五
年
当
時

の
主
要
炭
砿
の
賃
金
か
ら
「
北
海
道
、
九
州
と
も
、
大
手
と
そ
の
他
の
間
に
き
わ
だ
っ

た
賃
金
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
明
治
30
年
代
後
期
の
鉱
夫
待
遇
事
例
に

も
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
」、「
九
州
で
は
、
三
井
、
三
菱
の
大
炭
田
の
賃
金
が
、
他

山
に
比
し
て
む
し
ろ
低
い
こ
と
」
を
指
摘
し
、「
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

企
業
別
規
模
の
賃
金
格
差
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。」
と

の
見
方
を
示
す
。「
石
炭
業
の
労
働
は
、
単
純
肉
体
労
働
で
あ
っ
て
、
比
較
的
熟
練
を

必
要
と
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
か
つ
て
の
労
働
力
は
、
出
か
せ
ぎ
型
で
、
本
来
移
動

性
の
つ
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。」「
年
々
現
在
員
数
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
採
用
し
、
ま
た

ほ
ぼ
同
数
を
解
雇
す
る
」
と
書
き
、「
新
規
採
用
者
」
の
賃
金
を
抑
え
る
こ
と
で
「
賃

金
カ
ッ
ト
」
が
容
易
に
行
わ
れ
た
一
方
で
、
好
況
期
に
新
規
労
働
者
を
採
用
す
る
場

合
に
は
「
高
賃
金
を
呈
示
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
る
。「
満
州
事
変
以
後

の
労
働
力
の
逼
迫
が
、
こ
ん
ど
は
逆
に
、
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
を
急
上
昇
さ
せ
る
原

因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
論
じ
て
い
る
。
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中
村
隆
英
は
前
掲
『
石
炭
争
議
』（
三
五
頁
）
で
、
昭
和
八
年
と
昭
和
二
二
年
の
学

歴
別
労
務
者
数
の
比
較
を
表
で
示
し
て
い
る
。

「
不
就
学
」（
一
〇
・
四
対
一
・
六
）「
小
学
中
退
」（
一
五
・
七
対
四
・
八
）「
小
学

卒
」（
四
四
・
三
対
二
四
・
九
）「
高
小
中
退
」（
四
・
八
対
三
・
七
）「
高
小
卒
」（
二

二
・
九
対
五
三
・
九
）「
中
学
中
退
以
上
」（
一
・
七
対
一
二
・
七
）

中
村
隆
英
は
、
敗
戦
後
外
国
人
労
働
者
の
帰
国
後
、「
失
業
者
・
海
外
よ
り
の
引
揚

者
・
復
員
者
等
が
入
山
し
て
戦
後
炭
鉱
労
働
力
の
骨
格
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」

（
三
四
頁
）
と
書
き
「
学
歴
も
戦
前
に
く
ら
べ
て
高
い
も
の
が
多
く
な
り
、
中
学
以
上

に
学
ん
だ
も
の
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
が
戦
後
炭
鉱
労
働
運
動
を
積
極
的
な
ら
し

め
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。」（
三
四
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

北
炭
の
労
務
管
理
に
責
任
者
で
、
戦
後
の
日
経
連
の
「
闘
将
」
と
勇
名
を
と
ど
ろ

か
せ
た
前
田
一
の
名
前
が
あ
る
が
、『
現
代
史
を
創
る
人
び
と
』（
毎
日
新
聞
社
、
昭

和
四
六
年
）
に
中
村
隆
英
と
原
朗
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
前
田
一
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
参
照
さ
れ
た
い
。

最
後
に
中
村
隆
英
先
生
の
思
い
出
を
書
い
て
締
め
く
く
り
た
い
。
筆
者
は
何
度
も

中
村
先
生
に
怒
ら
れ
た
が
、
裏
が
な
く
本
当
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
筆
者
が
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
を
ぼ
ろ
糞
に
酷
評
し
た
と
き
、
中
村
先
生
は
机
を
た
た
い
て
怒
り
、
小
生
の
報

告
は
そ
の
場
で
打
切
り
に
な
っ
た
。
後
日
、
カ
ー
に
つ
い
て
書
い
た
抜
刷
を
手
渡
し

し
た
際
に
、「
あ
ん
な
に
怒
っ
た
の
に
持
っ
て
く
る
の
は
お
前
だ
け
だ
」
と
言
い
な
が

ら
さ
ら
り
と
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
小
生
が
は
じ
め
て
書
い
た
本
で
あ
る
『
太

平
洋
戦
争
の
石
油
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
第
三
章
と
第
四
章
を
ほ

め
て
い
た
だ
い
た
。
小
生
と
話
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
た
と
話
さ
れ
な
が
ら
、
誤
字

脱
字
が
多
す
ぎ
る
と
ま
た
怒
ら
れ
た
。
こ
ん
な
に
誤
字
の
多
い
本
は
「
お
前
だ
け
だ
」

と
。
中
村
隆
英
先
生
か
ら
受
け
た
学
恩
に
は
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
し
か
な
い
。

付
記　

明
ら
か
な
誤
り
や
脱
字
は
訂
正
し
加
筆
し
た
。
位
取
り
の
カ
ン
マ
を
補
っ
た

表
が
あ
る
。
表
の
番
号
も
補
っ
た
。
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炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説

 

統
計
研
究
会

 

中
村
隆
英

調
査
研
究
資
料
№
８

日
本
労
働
協
会
調
査
研
究
部

例　

言

１ 

．
本
書
は
日
本
労
働
協
会
調
査
研
究
部
の
刊
行
す
る
調
査
研
究
資
料
の
１
冊
で
あ
る
。

２ 

．
こ
の
調
査
研
究
資
料
は
内
外
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
、本
協
会
調
査
研
究
部
の
行

な
う
調
査
研
究
及
び
外
部
研
究
者
に
委
託
し
又
は
、
協
力
を
得
て
行
な
う
。
委
託
研

究
並
び
に
専
門
研
究
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
逐
次
印
刷
に
付
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

３ 

．
内
容
の
う
ち
、
他
の
機
関
の
発
表
し
た
資
料
や
外
国
文
献
の
翻
訳
に
付
し
た
解

説
、
論
評
は
執
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
当
該
機
関
な
い
し
原
著
者
の
そ
れ

で
は
な
い
。

４ 

．
本
書
の
版
権
は
本
協
会
に
所
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
１
部
ま
た
は
全
部
の

転
載
、
出
版
等
に
関
す
る
交
渉
は
、
本
協
会
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
い
。

炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
―
序
説

目　
　

次

１
．
ま　

え　

が　

き 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１

２
．
炭
鉱
賃
金
と
農
村
賃
金 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１

３
．
炭
鉱
労
働
者
賃
金
と
労
働
需
要 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４

４
．
労
務
管
理
の
成
立 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

12

５
．
戦
後
統
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

14

６
．
統
制
撤
廃
後
の
賃
金
決
定 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

16

１
．
ま
え
が
き

本
稿
は
、
炭
鉱
賃
金
の
決
定
機
構
に
つ
い
て
の
、
歴
史
的
回
顧
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
在
に
お
け
る
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
諸
前
提
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
か
な
り
広
汎
な
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

は
問
題
を
シ
ェ
ー
マ
テ
ィ
シ
ュ
に
取
り
扱
か
う
に
と
ど
め
た
い
と
思
う
。

炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
を
、
労
働
者
の
出
身
や
労
務
管
理
の
様
相
を
考
え
て
、
歴
史

的
に
区
分
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
時
期
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
期　

大
正
７
年
の
米
騒
動
ま
で
の
時
期

第
二
期　

大
正
７
年
以
降
、
日
中
戦
争
の
勃
発
ま
で
の
時
期

第
三
期　

日
中
戦
争
期
か
ら
、
昭
和
24
年
の
ド
ッ
ヂ
・
ラ
イ
ン
期
ま
で
の
時
期

第
四
期　

昭
和
24
年
以
降
現
代
に
至
る
時
期

次
に
こ
れ
ら
の
時
期
ご
と
に
、
簡
単
な
素
描
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
。

２
．
炭
鉱
賃
金
と
農
村
賃
金
―
第
一
期

第
一
期
に
お
い
て
は
炭
鉱
労
働
者
は
、
近
傍
の
農
村

出
身
の
い
わ
ゆ
る
「
地
坑
夫
」
が
多
く
、
稼
働
率
も
高

か
っ
た
。
と
く
に
飯
場
制
度
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
企

業
側
は
直
接
労
務
管
理
を
行
う
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
賃
金
は
、
き
わ
め
て
低
廉
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
近
傍
農
村
の
生
活
水
準
に
規
定
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
明
治
末
ま
で
は
農
村
の
日
傭
労
働
者

の
賃
金
水
準
と
ほ
ぼ
並
行
し
、
そ
れ
以
後
幾
分
上
昇
に

転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
事
実
は
、
第
１
表
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
炭
鉱
労
働
者
賃
金
の
時
系
列
は
、

三
井
の
田
川
、
三
池
の
も
の
が
え
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ

と
農
作
日
傭
労
働
者
の
賃
金
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
数
字
だ
け
み
る
と
、
か
な
り
差
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
が
、
炭
鉱
夫
の
も
の
は
、
食
費
１
日
22
、
3
銭
（
三

輪
注
記
22
～
23
か
）、
フ
ト
ン
代
１
日
２－

３
銭
な
ど
を
差
し
ひ
か
れ
る
の
に
、
農
作

の
場
合
は
食
事
付
で
あ
る
の
で
、
実
質
的
な
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
み
ら
れ
る
。

注 

明
治
39
年
の
場
合
、
飯
場
な
い
し
合
宿
所
寄
宿
す
る
も
の
の
１
日
の
賄
料
は
、「
区
々

ナ
ル
モ
１
日
22
、
3
銭
ノ
モ
ノ
多
シ
。
又
三
池
炭
坑
ト
明
治
炭
坑
ニ
於
テ
ハ

 

１
．  

三
池
炭
坑　

本
炭
坑
ニ
於
テ
ハ
単
身
者
ノ
合
宿
セ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
鉱
山
ニ
於
テ

第１表　明治末―大正初期の賃金比較

農作男
（日傭）

農作女
（日傭）

炭鉱夫
三井
田川

三井
田川

三井
三池

三井
三池

中等
　　　厘

中等
　　　厘

採炭夫
　　　厘

計
　　　厘

採炭夫
　　　厘

計
　　　厘

明 33    295    200    547
　 34    320    193    557
　 35    313 　    568
　 36    313    198    580
　 37    325    200    625
　 38    320    202    780
　 39    338    220    800    642    590    454
　 40    358    228    747    601    681    511
　 41    385    230    869    704    782    581
　 42    383    238    830    664
　 43    393    252    820    656
　 44    415    265    800    648
大 １    438    290    845    693
　 ２    458    300    967    793
　 ３    473    288 1,014    842    815    615
　 ４    455    295    706    644    671    577
　 ５    483    345    848    704    760    615
　 ６    565    465 1,185    934    890    701
　 ７    748    740 1,846 1,532 1,261    863
　 ８ 1,190    920 2,353 1,853 2,145 1,460
　 ９ 　 2,511 1,965 2,795 1,681
　 10 2,070 1,634 2,354 1,453
　 11 2,158 1,725 2,379 1,555
　 12 2,231 1,806 2,368 1,630
　 13 2,100 1,653 2,222 1,579
　 14 2,121 1,740 2,423 1,705
　 15 2,121 1,730 2,535 1,746

  農作賃金　農商務省　炭鉱賃金「三池鉱山史」
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直
接
ニ
賄
ヲ
ナ
シ
勤
続
１
ヵ
年
未
満
ノ
モ
ノ
ハ
１
日
16
銭
１
ヵ
年
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
15

銭
３
年
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
13
銭
５
厘
…
。

 

１
．  

明
治
炭
坑
ニ
於
テ
ハ
単
身
者
ノ
賄
ヲ
１
日
22
銭
ト
定
メ
此
外
１
日
２
銭
ズ
ツ
ヲ
鉱
業

人
ヨ
リ
補
給
セ
リ
」

 

農
商
務
省
『
鉱
夫
待
遇
事
例
』
九
州
産
業
史
料
研
究
会　

覆
刻
版　

85－

86
頁

 

ま
た
、
明
治
39
年
の
各

地
賃
金
を
、
農
村
と
比
較

し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
数
字
か
ら
知
ら
れ
る

よ
う
に
、
坑
夫
は
や
や
高

い
が
、
支
柱
夫
、
手
子
は

日
給
50
銭
台
で
、
食
費
を

さ
し
ひ
く
と
、
ま
っ
た
く

農
村
日
傭
と
一
致
す
る
。

（
こ
の
年
の
農
村
日
傭
の

賃
金
は
、
農
商
務
調
に
よ

る
と
、
一
日
当
り
、
男
、
上

等
40
銭
、
中
等
33
・
8
銭
、

下
等
27
・
8
銭
、
女
、
上

等
24
・
5
銭
、
中
等
20
・
2

銭
、
下
等
16
・
0
銭
で

あ
っ
た
。）

こ
う
し
て
明
治
末
期
に

お
け
る
炭
鉱
賃
金
は
、
農
村
の
水
準
に
固
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
正
期
に

入
る
と
、
す
こ
し
ず
つ
上
昇
の
気
配
が
み
え
、
農
村
日
傭
の
賃
金
と
の
間
に
は
よ
う

や
く
格
差
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。
こ
こ
に
は
２
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
農
村
労
働
力
の
供
給
量
が
前
よ
り
も
不
足
し
て
き
た
こ
と

（
２
）
飯
場
制
度
が
次
第
に
解
消
し
は
じ
め
、
直
轄
制
度
に
推
移
し
た
こ
と
。

こ
の
２
つ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
資
料
は
な
い
が
、
明
治
30
年
代
初
頭
、

す
で
に
高
島
と
三
池
の
間
に
は
、
坑
夫
募
集
地
域
に
関
す
る
協
定
が
成
立
し
て
い
た
。

こ
れ
は
当
時
す
で
に
近
隣
の
農
村
の
労
働
力
だ
け
で
は
増
大
す
る
労
働
力
需
要
を
ま

か
な
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
納
屋
、
飯
場
制
度
の
廃
止
、
直
轄
制
度
へ
の
移
行
は
明
治
30
年
代
、
三
菱
、

三
井
、
明
治
等
の
諸
山
で
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
、「
三

井
鉱
山
史
」
は
、
飯
場
制
度
の
存
在
が
、「
労
働
者
募
集
の
便
が
あ
る
、
賃
金
上
の
争

い
を
一
任
す
る
、
経
費
も
助
か
る
、
等
の
利
点
が
あ
る
が
、
そ
の
一
面
で
、
中
間
搾

取
が
行
わ
れ
る
、
良
質
の
労
働
者
が
得
ら
れ
な
い
、
雇
用
、
傷
病
扶
助
等
の
近
代
的

な
制
度
が
と
れ
な
い
、
労
働
争
議
の
テ
ー
マ
と
な
る
、
等
の
害
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
直
轄
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
労
働
者
の
質
を
向
上
さ
せ
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
定
着
率
を
た
か
め
た
ら
し
い
。
明
治
鉱
業
で
は
、
明
治
40
年
ご
ろ
、
勤

続
者
に
賞
与
を
出
す
こ
と
を
き
め
た
の
も
、
こ
の
事
情
と
む
す
び
つ
い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

３
．
炭
鉱
労
働
者
賃
金
と
労
働
受
給

第
一
期
と
第
二
期
を
分
つ
も
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
る
。
こ
の
転
期
を
特
徴

第２表　石炭山、地域別、職種別賃金（明治39年）
  （単位：厘）

坑夫 支柱夫 手子 選炭夫 運搬夫 雑夫　その他
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

北海道 坑内
坑外 1,116 1,338 － 434 251 － － 707

680
500
－

494
461

－
246

常　磐 坑内
坑外    689 350    522 － 369 304 305 189 466

404
－
－

347
299

266
179

筑　豊 坑内
坑外    672 551    582 508 554 492 382 278 485

453
393
279

427
412

205
261

唐　津 坑内
坑外    616 466    582 430 542 382 307 216 464

420
480
255

395
349

319
234

三　池 坑内
坑外    566 －    461 240 469 404 220 202 368

371
228
－

280
275

237
200

高　島 坑内
坑外    647 － － － － － － － 440

440
－
－

389
389

－
249

  前掲　『鉱夫待遇事例』覆刻版47-8頁
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づ
け
る
も
の
は
、
大
戦
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
労
働
力
不
足
と
、
そ
れ
以
後
の
労
働
力
の
過

剰
、
さ
ら
に
戦
時
に
入
っ
て
の
再
度
の
労
働
力
不
足

で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
、
大
正
５
年
の
数
字
に
よ
っ
て
、
各
地

方
主
要
石
炭
山
の
賃
金
を
み
て
お
こ
う
。
こ
の
数
字

に
は
き
わ
だ
っ
た
特
色
が
あ
る
。

１
．  

北
海
道
、
常
磐
の
賃
金
、
と
く
に
採
炭
夫
の

賃
金
が
九
州
に
比
し
て
高
い
こ
と
。

２
．  

地
域
ご
と
に
み
る
と
、
北
海
道
、
九
州
と

も
、
大
手
と
そ
の
他
の
間
に
き
わ
だ
っ
た
賃

金
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
明
治

30
年
代
後
期
の
鉱
夫
待
遇
事
例
に
も
み
ら
れ

た
現
象
で
あ
る
。

３
．  

九
州
で
は
、
三
井
、
三
菱
の
大
炭
田
の
賃
金

が
、
他
山
に
比
し
て
む
し
ろ
低
い
こ
と
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
企
業
規
模
別
の
賃
金
格
差
が
ま
だ
成
立
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
そ
し
て
、
地
域

間
賃
金
格
差
が
、
も
っ
と
も
決
定
的
な
要
因
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
５
年
当
時
は
、
大
戦
に

よ
る
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
炭
鉱
賃
金
が
上
昇
す
る
直
前

の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
こ
れ
か
ら
の
ち
の
労

働
運
動
と
労
務
管
理
の
出
発
点
と
し
て
の
意
味
に
お

第２表　大正５年当時の主要炭鉱の賃金（円銭）

採炭夫 選炭夫
（男）

選炭夫
（女）

北海道

大　
　

手

北炭夕張     1.40 0.43 0.31
北炭真谷地     1.65 0.46 0.32
三井登川     1.75 0.38 0.30
三菱大夕張     1.38 － 0.28
三菱美唄     1.30 0.56 0.38
北炭幌内     1.14 0.46 0.24
北炭空知     1.55 0.57 0.32
北炭幾春別     1.37 0.47 0.27

そ
の
他

新夕張     1.34 0.56 0.27
奔別     1.46 0.80 0.33
文珠     0.85 － 0.32
歌志内     1.54 － 0.23
上歌志内     2.01 1.10 －

常磐
入山     1.50 0.47 0.35
内郷（常磐）     1.63 0.47 0.30
古河好間     1.80 0.55 0.22
隅田川     1.40 0.46 0.26
大日本平     1.75 － 0.39
小野田（常磐）     1.50 0.48 0.25
王城     1.80 － 0.32
茨城無煙炭     1.44 － 0.30
大日本原     1.73 0.52 0.29
重内     1.23 0.39 0.15
大日本高萩     1.45 － 0.28
千代田     1.35 0.45 0.24

宇部
沖の山     1.03 0.53 0.38
第二沖の山     1.15 － 0.44
東見初     0.95 0.45 0.40
大嶺海軍     1.15 － 0.37

九州
貝島岩屋     0.70 0.40 0.30
貝島大辻     0.70 0.40 0.30
貝島大の浦     0.70 0.40 0.30
三菱金田     1.00 0.46 0.25

採炭夫 選炭夫
（男）

選炭夫
（女）

三菱新入 1.07 0.43 0.32
三菱鯰田 0.96 － 0.36
三菱上山田 0.92 － 0.34
三菱芳谷 1.06 － 0.26
三菱相知 0.92 － 0.30
古河下山田 1.67 0.46 0.45
古河目尾 1.36 0.48 0.25
古河新目尾 1.57 0.43 0.43
三井本洞 1.09 0.48 0.34
三井山野 1.25 － 0.36
三井田川 1.19 0.65 0.34
三井三池 0.93 0.47 0.28
明治 1.21 0.63 0.44
明治豊国 1.19 0.43 0.30
麻生芳雄 1.15 － 0.58
麻生綱分 1.30 － 0.63
麻生 1.40 0.60 0.55
製鉄所二瀬 0.94 － 0.29
住友忠隈 1.03 0.67 0.34
神の浦（鈴木） 1.03 0.54 0.30
高江 0.92 0.33 0.48
岩崎 0.73 0.30 0.34
大正 （中鶴新手） 0.98 0.50 0.40
高尾弐坑 1.15 0.56 0.42
御徳 1.05 0.42 0.36
木屋瀬 1.03 0.50 0.40
旭 1.01 0.60 0.32
大正泉水 0.98 0.44 0.33
三笠 1.40 0.55 0.50
飯塚 0.98 0.54 0.39
相田 1.10 0.47 0.40
熊田 1.50 0.60 0.35
平山 1.30 － 0.39
峰地 0.88 0.55 0.30
大峯 0.84 0.65 0.37
姪浜 1.40 － 0.35

  農商務省鉱山局「本邦重要鉱山要覧」
 

⎛
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い
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
こ
の
当
時
に
お
け
る
炭
鉱
賃
金
の
相
対
的
な
水
準
を
示
し
て
お
こ
う
。
第
３

表
は
、
三
井
二
山
（
三
池
、
田
川
）
の
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
を
示
す
が
、
こ
の
水
準

は
、
当
時
の
工
場
労
働
者
の
水
準
に
比
し
て
ほ
ぼ
遜
色
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し

か
し
、
後
述
す
る
当
時
の
三
井
鉱
山
の
特
殊
性
一
賃
金
面
で
の
労
働
者
の
優
遇
に
よ
る

労
務
管
理
―
も
無
視
で
き
な
い
の
で
、
に
わ
か
に
断
定
す
る
の
は
軽
率
で
あ
ろ
う
。

げ
ん
に
、
時
期
的
に
み
る
と
や
や
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
正
13
年
か
ら
昭
和
11

年
ま
で
の
５
ヵ
年
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
「
労
働
統
計
実
地
調
査
」
に
よ
る
と
、
当
時

の
平
均
賃
金
は
、
三
井
二
山
の
数
字
よ
り
も
か
な
り
低
い
。
当
時
の
工
場
労
働
者
の

水
準
よ
り
も
だ
い
ぶ
ん
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
な
か
で
、
炭
坑
賃
金
の
相
対
的
地
位
は
大
き
な
変
化
を
み
せ
た
。
す

な
わ
ち
、
昭
和
３
年
当
時
（
こ
れ
は
、
大
正
13
年
の
労
働
統
計
実
地
調
査
に
よ
っ
て

も
、
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
）
に
お
い
て
、
石
炭
（
男
子
）
と
全
工
業

平
均
（
男
子
）
の
賃
金
を
比
較
す
る
と
次
の
事
実
が
わ
か
る
。

（
１
）  

昭
和
７
年
ま
で
の
不
況
期
に
お
い
て
、
石
炭
業
の
賃
金
の
低
下
は
工
業
の
場

合
よ
り
も
急
で
、
工
業
と
の
相
対
賃
金
は
80
か
ら
60
に
ま
で
低
下
し
た
。
工

場
の
賃
金
は
１
割
前
後
の
低
下
で
あ
っ
た
が
、
石
炭
業
は
25
％
も
大
き
く

下
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）  

昭
和
７
年
か
ら
の
石
炭
の
賃
金
は
急
激
に
上
昇
し
た
。
昭
和
12
年
に
は
相
対

賃
金
は
91
、
13
年
に
は
108
、
14
年
121
と
飛
躍
的
な
上
昇
で
あ
る
。

（
３
）  

次
に
石
炭
業
の
賃
金
を
都
市
（
東
京
）
の
日
雇
労
働
者
の
賃
金
と
比
較
し
よ

う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
石
炭
労
働
者
の
賃
金
と
日
雇
労
働
者
の
賃
金
と
の
間

に
は
、
賃
金
低
落
期
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
連
が
存
す
る
。
昭
和

３
年
か
ら
７
年
ま
で
、
こ
の
両
者
は
、
賃
金
低
下
の
テ
ン
ポ
も
、
ま
た
賃
金

第３表　三井二山の労働者と他の職種の比較
大９
  厘

大14
  厘

昭５
   厘

昭８
  厘

炭
坑
労
働
者

三井
三池

採炭夫 2795 2121 2921 2795
計 1681 1740 1904 1769

三井
田川

採炭夫 2511 2423 2500 2214
計 1965 1705 1884 1782

旋 盤 工 2330 2330 2230 2250
陶器ロクロ工 2050 1950 1870 1740
煉 瓦 製 造 工 1810 1770 1440 1150
洋 紙 製 造 工 1710 1580 1760 1680
小 麦 精 粉 工 1830 1780 1790 1640
セ メ ン ト 工 2080 1960 2130 2120

  稿本「三井鉱山五十年史」

第４表　昭和初期の職種間賃金の比較
昭和２年
円　　厘

昭和５年
円　　厘

昭和11年
円　　厘

北海道

男
坑内 2,555 2,428 1,906
坑外 1,511 1,458 1,224
平均 　 2,147 1,726

女
坑内 1,395 1,507
坑外    680    607    574
平均 　    641    574

九　州

男
坑内 1,461 1,700 1,840
坑外 1,283 1,310 1,400
平均 　 1,590 1,940

女
坑内 1,273 1,470 1,310
坑外    793    650    670
平均 　 1,140    900

  「労働統計実地調査」

第５表　石炭工業と全工業の男子賃金の比較

工場  男
  銭

石炭  男
 （坑内）銭

工場を100とする

比　率 男子日雇
（東京）

昭３ 260 206   79.4 202
４ 265 206   77.8 201
５ 255 191   74.9 174
６ 243 164   67.6 146
７ 250 154   61.5 140
８ 254 165   64.9 150
９ 248 180   72.5 151
10 243 188   77.4 143
11 241 199   82.7 146
12 248 226   91.2 166
13 249 268 107.6 180
14 257 311 121.1 210
15 277 255 108.6 241
16 305 390 127.9 266
17 329 418 107.1 295
18 375 451 120.0 300
19 467 533 114.1 －
20 522 605 116.0 －

  （総理府統計局調）
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低
下
の
程
度
も
き
わ
め
て
相
対
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
８
年
か
ら
の
上
昇

期
に
な
る
と
石
炭
の
賃
金
は
、
い
ち
じ
る
し
い
上
昇
を
示
し
た
の
で
、
こ
の

相
似
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

以
上
の
事
実
は
何
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

元
来
、
石
炭
業
の
労
働
は
、
単
純
肉
体
労
働
で
あ
っ
て
、
比
較
的
熟
練
を
必
要
と

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
か
つ
て
の
労
働
力
は
、
出
か
せ
ぎ
型
で
、
本
来
移
動
性
の
つ

よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
は
第
一
期
か
ら
ひ
き
つ
づ
い
て
み
ら
れ
る
事
実
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
炭
鉱
資
本
は
、
不
況
期
に
お
け
る
合
理
化
に
あ
た
っ
て
は
、

人
員
整
理
を
行
い
や
す
か
っ
た
の
で
、
こ
の
安
易
な
道
に
た
よ
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
賃
金
カ
ッ
ト
を
行
い
や
す
く
す
る
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
人
員
整
理
の
や
り
か
た
で
あ
ろ
う
。
人
員
整
理
と
い
っ
て
も
、

石
炭
の
場
合
は
、
第
６
表
に
示
す
通
り
ほ
と
ん
ど
年
々
現
在
員
数
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

採
用
し
、
ま
た
ほ
ぼ
同
数
を
解
雇
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
新
規
採
用
者
の

賃
金
を
当
初
か
ら
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
賃
金
カ
ッ
ト
が
容
易
に
行
わ
れ
え
た

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
面
で
、

好
況
期
に
新
規
労
働
者
を

採
用
す
る
た
め
に
は
高
賃

金
を
呈
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
こ
に
当
時
の
石

炭
業
の
変
動
の
は
げ
し

か
っ
た
理
由
を
見
出
し
う

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

工
場
に
お
い
て
は
そ
れ

ほ
ど
顕
著
な
労
働
者
の
移
動
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
不
況
期
に
お
い
て
も

賃
金
低
下
が
い
ち
じ
る
し
く
は
な
く
、
そ
の
か
わ
り
に
好
況
期
の
賃
金
の
上
昇
も
少

な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
シ
ュ
ー
マ
的
に
い
え
ば
、
お
そ
ら

く
次
の
よ
う
な
比
較
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
、
石
炭
業
の
賃
金
が
、（
お
そ
ら
く
都
市
の
日
雇
労
働
者
や
綿
紡
の
女
子
労

働
者
の
場
合
と
同
様
に
）
労
働
市
場
の
労
働
力
の
需
給
に
影
響
さ
れ
易
か
っ
た
こ
と

か
ら
生
じ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
は
き
わ
め
て
変
動
し

が
ち
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
満
州
事
変
以
後
の
労
働
力
の
逼
迫
が
、
こ
ん
ど

は
逆
に
、
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
を
急
上
昇
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
性
格
は
、
戦
前
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
一
般
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
で
、
戦
前
と
戦
後
の
間
に
は
、
は
っ
き
り
断
層
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
戦

前
の
時
期
と
戦
後
を
つ
な
ぐ
か
け
橋
が
第
二
期
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。

次
に
み
る
労
務
管
理
や
労
働
運
動
の
抬
頭
が
そ
れ
で
あ
る
。

４
．
労
務
管
理
の
成
立

次
に
第
二
期
の
一
特
徴
を
な
す
も
の
と
し
て
、
大
正
７
年
以
降
の
労
働
運
動
の
勃

興
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
労
務
管
理
の
成
立
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
大
正
７
年
の
米
騒
動
以
後
の
特
殊
事
情
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
第
一
期
と
第
二
期

を
分
つ
本
質
的
な
指
標
で
あ
り
、
同
時
に
戦
後
の
第
三
期
と
第
二
期
と
を
む
す
ぶ
か

け
橋
の
役
目
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
労
働
運
動
の
歴
史
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
は
三
井
三
池
の
例
と
、

同
じ
く
三
井
系
松
島
の
事
例
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
当
時
の
運
動
の
形
態

第６表　労働者の移動状況
雇入数
千人

解雇数
千人

年末総数
千人

昭和１ 190 195 235
　　２ 202 185 239
　　３ 183 186 238
　　４ 164 180 229
　　５ 106 154 205
　　６  65 105 154
　　７  67   71 137
　　８ 132 105 144
　　９ 131 125 169
　　10 147 133 175
　　11 189 170 198

雇入、解雇者数は50人以上の炭鉱のみ
石炭鉱業連合会「石炭統計」
現在員は「本邦鉱業の趨勢」
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と
労
務
管
理
の
必
然
性
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。（
以
下
は
稿
本
「
三
井
鉱
山
五
十
年

史
」
に
よ
る
）

１
．
萬
田
坑
騒
動
事
件
（
大
正
７
年
９
月
）

  

全
国
的
に
米
騒
動
が
お
こ
っ
た
大
正
７
年
の
夏
、
三
池
炭
坑
に
も
こ
の
波
が
お

し
よ
せ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
三
等
米
の
価
格
が
大
正
３
年
の
12
銭
か
ら
37
、8
銭

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
８
月
23
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
亜
鉛
工
場
で
、
27
日
に

は
、
高
浦
坑
で
、
９
月
１
日
に
は
勝
立
坑
、
２
日
に
は
電
気
化
学
工
場
で
、
あ
い

つ
い
で
賃
上
要
求
が
行
な
わ
れ
、
け
ん
悪
な
空
気
が
生
じ
た
が
い
ず
れ
も
小
康
を

え
た
。
た
だ
し
会
社
側
は
す
で
に
知
事
、
警
察
、
師
団
司
令
部
に
連
絡
し
て
万
一

に
そ
な
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
９
月
４
日
、
萬
田
坑
で
、
出
函
数
の
引
合
の
と
き

「
会
社
側
は
計
量
を
ゴ
マ
化
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
３
、
40
名
が
騒
擾
を
お
こ
し
、
ツ
ル
ハ
シ
を
振
い
、
投
石
を
お
こ
な
っ
て
第

一
坑
見
張
所
、
二
坑
繰
込
場
等
の
窓
、
器
物
を
破
壊
し
た
。
５
日
、
久
留
米
師
団

か
ら
出
兵
し
て
よ
う
や
く
平
静
化
し
た
。
こ
の
さ
い
は
、
検
炭
規
程
の
改
善
、
医

局
の
改
善
、
売
勘
場
の
改
善
等
が
解
決
条
件
と
な
っ
た
。

  

こ
の
事
件
後
、
大
正
８
年
に
は
三
池
に
「
工
働
会
」
な
る
労
働
組
合
が
成
立
し

た
が
、
会
社
側
は
こ
れ
を
解
消
さ
せ
「
共
愛
組
合
」
を
つ
く
っ
て
、
労
使
協
調
に

つ
と
め
た
。

２
．
全
三
池
労
働
争
議
（
大
正
13
年
５
月
・
６
月
）

  

三
池
の
製
作
所
を
中
心
に
、
争
議
が
お
こ
っ
た
。
直
接
の
契
機
は
、
賃
上
で
、

共
愛
組
合
に
対
す
る
不
満
、
検
炭
規
程
の
改
善
等
で
あ
っ
た
が
、
６
月
１
日
の
昇

給
を
期
待
し
て
一
旦
は
鎮
静
し
た
。
し
か
し
昇
給
は
期
待
は
ず
れ
に
終
わ
っ
た
の

で
、
争
議
は
ふ
た
た
び
表
面
化
し
た
。
こ
の
と
き
の
争
議
は
６
月
３
日
か
ら
７
月

７
日
ま
で
つ
づ
き
、
市
長
の
調
停
で
解
決
し
た
。

３
．
松
島
向
上
会
争
議
（
大
正
15
年
10
月
）

  

こ
の
争
議
は
、
納
屋
制
度
が
ま
だ
の
こ
っ
て
い
る
古
い
形
態
の
松
島
炭
鉱
で
、

賃
金
の
個
人
払
を
実
施
し
た
た
め
、
大
納
屋
頭
お
よ
び
そ
の
下
に
あ
る
（
納
屋
頭

私
設
の
）
中
納
屋
頭
の
収
入
が
へ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
不
満
と
し
た
中
納
屋
頭
と

鉱
夫
と
が
組
合
「
向
上
会
」
を
つ
く
っ
て
争
議
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、

大
納
屋
頭
も
組
合
側
に
立
っ
て
嘆
願
書
を
出
す
な
ど
が
あ
っ
て
状
勢
は
一
変
し
、

つ
い
に
会
社
側
は
賃
金
引
上
げ
、
以
後
は
解
雇
を
軽
々
に
し
な
い
こ
と
、
等
の
条

件
を
入
れ
る
に
い
た
っ
た
。

以
上
三
つ
の
争
議
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
正
末
期
の
労
働
運
動
は
石
炭
資
本
に

深
刻
な
動
揺
を
経
験
さ
せ
た
。
企
業
側
は
「
友
愛
組
合
」
の
よ
う
な
組
合
を
あ
い
つ

い
で
つ
く
り
―
そ
の
例
は
、
北
炭
の
「
一
心
会
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
一
組
合
の
形

を
も
っ
た
協
調
期
間
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ヨ
リ
重
大
な
こ
と
は
、
労
務
管
理
の
原
型
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
生
じ

た
点
に
あ
る
。
松
島
炭
鉱
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
納
屋
制
度
の
弊
害
は
、
明
治
30
年
代

い
ら
い
み
と
め
ら
れ
て
い
て
、
筑
豊
で
は
三
菱
、
三
井
と
も
に
納
屋
制
度
の
廃
止
、

鉱
夫
の
直
轄
化
に
の
り
だ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
完
了
に
は
い
ず
れ
も
長
時
間

を
要
し
、
た
と
え
ば
三
井
田
川
で
は
、
明
治
33
年
か
ら
撤
廃
に
着
手
35
年
に
一
応
完

了
し
た
が
、
な
お
「
請
負
名
義
人
」
が
の
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
廃
止
は
昭
和
５
年
で

あ
っ
た
。
ま
た
三
井
山
野
で
も
、
明
治
34
年
以
来
お
い
て
い
た
「
納
屋
世
話
役
」
が

大
正
９
年
、「
共
愛
会
」
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
は
じ
め
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
旧
制
度
の
廃
止
と
と
も
に
、
労
働
運
動
の
勃
興
が
も
た
ら
し
た
い

ま
一
つ
の
影
響
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
坑
夫
掛
」
の
脱
皮
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
大
正
７
、
８
年
ご
ろ
ま
で
は
「
坑
夫
掛
」
は
、「
全
然
会
社
本
位
の
施
設
で

あ
っ
た
」「
坑
夫
掛
と
い
う
も
の
は
、
鉱
夫
の
逃
走
監
視
と
、
他
山
か
ら
の
掠
奪
の
警
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戒
と
、
就
業
の
強
制
と
、
風
紀
の
取
締
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。」（「
三
井
鉱
山
五
十

年
史
」）。
し
か
る
に
労
働
問
題
の
発
生
の
後
は
、
争
議
の
警
戒
防
圧
が
こ
の
し
ご
と

に
か
え
ら
れ
た
。
古
い
「
坑
夫
掛
」
で
は
こ
の
し
ご
と
は
で
き
ず
、
大
学
出
の
若
い

社
員
が
し
だ
い
に
こ
の
任
務
に
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
単
な
る
強
制
だ

け
で
は
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
、
し
だ
い
に
全
坑
夫
を

社
宅
に
収
容
す
る
と
か
、
個
人
々
々
の
性
格
等
を
し
ら
べ
て
話
し
合
い
を
す
る
か
と

い
う
「
指
導
愛
護
」
の
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
労
務
管
理
が
発

足
し
た
の
で
あ
る
。
三
井
鉱
山
で
は
大
正
13
年
の
「
全
三
池
労
働
争
議
」
以
後
、
各

所
で
労
務
掛
を
設
置
し
、
本
店
で
も
「
臨
時
調
査
部
」
を
お
い
て
労
務
管
理
の
研
究

に
本
腰
を
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
北
炭
七
十
年
史
」
に
は
前
田
一
氏
が
当
時
の
労
務
管
理
を
回
顧
し
た
一
文
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
井
は
、
豊
富
な
資
金
に
も
の
を
い
わ
せ
て
賃
金
、
あ

る
い
は
福
利
厚
生
に
よ
る
坑
夫
の
優
遇
を
は
か
り
、
三
菱
は
「
警
察
的
」
な
き
び
し

い
労
務
管
理
を
行
な
い
、
北
炭
は
資
金
的
に
も
不
足
で
あ
っ
た
の
で
、
温
情
を
も
っ

て
管
理
を
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
大
企
業
に
お
い
て
、
と
に
か
く
労
務
管
理
が
発
足

し
た
こ
と
は
、
賃
金
、
福
利
施
設
に
重
点
を
そ
そ
ぐ
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
れ
は
一
方
に
お
い
て
は
、
大
企
業
と
中
小
企
業
間
に
お
い
て
よ
う
や
く
生
じ

は
じ
め
た
賃
金
格
差
の
原
因
と
み
な
し
う
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
の
労
働
者
の
高
い

稼
働
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
大
企
業
で
は
勤
続
に
意
を
用
い
、
勤
続
奨
励
に
の

り
だ
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
戦
時
中
に
一
そ
う
明
確
な
形
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は
、

第
二
期
の
特
色
と
し
て
注
目
に
あ
た
い
す
る
。

５
．
戦
後
統
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

第
三
期
と
し
て
、
戦
後
過
程
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
そ
の
最
大
の
特
色
は
、
炭
坑
労

働
者
の
定
着
化
と
、
そ
の
質
の
変
化
、
お
よ
び
労
働
運
動
の
成
立
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
す
で
に
し
ば
し
ば
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
時
中
の
徴
用
者
の

採
用
、
戦
後
の
復
員
者
、
失
職
者
の
入
山
等
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
農
村
出
身
者
を
主

力
と
す
る
労
働
構
成
は
大
き
く
変
っ
た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
24
年
３
月
に
お
い
て
、

労
働
者
の
前
職
の
調
査
を
み
る
と
、
農
林
水
産
業
、
鉱
業
出
身
者
は
50
％
に
足
ら
ず
、

の
こ
り
は
工
業
商
業
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
歴
別
の
構
成
を
み
る
と
、

高
小
卒
以
上
が
、
３
分
の
２
に
達
し
て
い
る
。（「
石
炭
争
議
」
35
頁
）

こ
れ
は
戦
後
の
炭
鉱
の
労
働
組
合
を
強
く
す
る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

都
市
出
身
者
は
も
は
や
か
え
る
べ
き
故
郷
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の
人
た
ち
は
鉱
山

に
定
着
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
向
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
か
つ
て
都
市
に
お
い
て
、

あ
る
い
は
炭
鉱
に
お
い
て
、
労
働
組
合
運
動
に
関
係
し
た
人
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
人

が
戦
後
組
合
設
立
の
さ
い
の
指
導
者
と
な
っ
た
例
も
多
い
。
た
と
え
ば
三
菱
美
唄
の

水
谷
孝
、
日
炭
高
松
の
山
本
経
勝
氏
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
昭
和
24
年

の
統
制
撤
廃
以
降
、
会
社
側
は
ふ
た
た
び
労
働
者
の
給
源
を
農
村
に
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
一
例
は
、
た
と
え
ば
貝
島
大
の
浦
の
労
働
者
中
、
昭
和
23
―
27

年
に
入
職
し
た
も
の
の
場
合
、
農
業
出
身
者
が
47
％
に
達
し
、
他
の
い
ず
れ
の
時
期

に
入
職
し
た
も
の
の
場
合
よ
り
も
高
い
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
組

合
の
強
化
さ
れ
た
現
在
で
は
、
も
は
や
こ
の
労
働
者
と
い
え
ど
も
、
移
動
性
の
つ
よ

い
か
つ
て
の
農
村
出
身
者
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
組
合

に
よ
る
保
証
が
あ
り
、
転
職
の
困
難
が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
労
働
者
側
の
条
件
の
変
化
に
加
え
て
、
さ
ら
に
戦
時
か
ら
戦
後
に

か
け
て
は
、
国
家
に
よ
る
石
炭
価
格
の
統
制
が
行
な
わ
れ
た
。
と
く
に
こ
の
時
期
に

は
石
炭
の
増
産
が
、
経
済
界
の
鍵
と
さ
れ
労
働
力
の
大
量
投
入
に
よ
る
増
産
が
至
上

命
令
と
さ
れ
た
た
め
に
、
炭
鉱
の
賃
金
は
全
産
業
最
高
の
水
準
に
決
定
さ
れ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
処
置
は
、
企
業
側
の
採
算
と
は
無
関
係
に
、
政
府
の
保

証
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
決
定
は
形
式
上
は
、
昭
和
22
年
に
行
な
わ
れ
た
炭
協

（
炭
鉱
労
働
組
合
全
国
協
議
会
）
と
日
本
石
炭
鉱
業
連
盟
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
全
国

一
本
化
の
交
渉
、
お
よ
び
22
年
秋
か
ら
23
年
に
か
け
て
、
炭
協
が
分
裂
し
て
で
き
た

二
つ
の
組
織
―
炭
労
と
全
石
炭
と
連
盟
と
の
並
行
交
渉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
し

か
し
実
際
に
は
当
時
の
石
炭
統
制
は
各
山
の
生
産
原
価
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
中
に
織
り
込
ま
れ
る
労
務
費
が
、
全
国
で
統
一
的
に
決
定
さ
れ
る
必
要

が
あ
っ
た
か
ら
、
全
国
一
本
（
の
ち
に
並
行
）
交
渉
の
形
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
同
時
に
、
経
営
者
側
は
、
団
交
に
さ
い
し
て
企
業
側
の
立
場
を
主
張

し
た
け
れ
ど
も
、
実
は
、
政
府
筋
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
る
か
ぎ
り
の
賃
金

を
支
払
う
こ
と
を
当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
団
交
は

は
な
ば
な
し
く
行
な
わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
実
は
政
府
に
対
し
て
、
出
炭
計
画
を
保
証
す

る
だ
け
の
賃
金
容
認
さ
せ
る
た
め
の
舞
台
装
置
に
す
ぎ
な
か
っ
た
面
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
次
に
示
す
よ
う
な
こ
の
と
き
に
生
ま
れ
た
い
く
つ
か
の
事
実
は
、
こ
れ

か
ら
の
炭
鉱
賃
金
の
決
定
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

１
．
全
国
的
な
賃
金
水
準
の
統
一

２
．
全
国
的
な
組
織
に
よ
る
統
一
交
渉

３
．
工
業
賃
金
と
の
均
衡
の
回
復

６
．
統
制
撤
廃
後
の
賃
金
決
定

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
戦
後
統
制
期
に
つ
く
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
賃
金
決
定
機
構

の
変
貌
が
生
じ
た
。
次
に
は
、
そ
れ
が
統
制
後
の
賃
金
決
定
機
構
に
ど
う
影
響
し
た

か
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
手
の
石
炭
企
業
で
賃
金
水
準
の
統
一
が
統
制
撤
廃

後
も
保
た
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
連
盟
側
は
こ
れ
に
反
対
し

た
の
で
、
24
年
、
26
年
な
ど
に
は
各
社
交
渉
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
統
一
交
渉
の
形

態
は
崩
れ
去
る
か
に
み
え
た
が
、
27
年
春
の
執
行
部
の
改
選
後
、
い
わ
ゆ
る
炭
労
の

「
左
旋
回
」
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
組
織
的
な
中
央
交
渉
、
な
い
し
対
角

線
交
渉
の
形
態
が
確
立
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
形
態
は
、
各
主
要
産
業
の
う
ち
で
も
っ
と
も
統
一
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
伝
統
を
の
こ
し
た
の
は
戦
後
の
石
炭
統
制
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

企
業
ご
と
の
経
理
内
容
の
差
異
や
企
業
別
組
合
の
ワ
ク
が
、
統
一
交
渉
を
ゆ
が
め
た

面
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
炭
労
は
そ
の
差
異
を
の
り
こ
え

て
、
統
一
賃
金
を
保
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
石
炭
の
賃
金
決
定
に
お
け
る
、
一
つ
の

基
本
的
な
条
件
と
い
い
う
る
。

統
一
交
渉
に
よ
る
賃
金
の
決
定
の
さ
い
に
は
、
経
営
者
側
は
、
企
業
群
の
う
ち
で

も
っ
と
も
経
営
内
容
の
悪
い
企
業
を
標
準
と
す
る
賃
金
を
呈
示
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
は
平
均
的
な
、
あ
る
い
は
平
均
以
上
の
企
業
を
対
象
と
す
る

賃
上
げ
要
求
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
の
見
解
の
間
に
は
、
か
な
り
大
き
な

へ
だ
た
り
が
生
じ
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
が
は
げ
し
い
争
議
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
も
、

ま
た
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
石
炭
産
業
の
不
況
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば

人
員
整
理
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
し
、
い
ま
も
そ
の
危
機
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ

の
条
件
は
、
企
業
の
業
績
を
悪
化
さ
せ
、
組
合
側
の
要
求
の
水
準
も
他
産
業
よ
り
低

い
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
組
合
運
動
の
一
つ
の
限
界
が
あ
っ
た
と

も
い
え
る
が
、
そ
れ
以
上
に
企
業
側
が
、
生
産
条
件
の
広
汎
な
変
貌
に
追
従
し
え
な

か
っ
た
事
実
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
石
炭
不
況
は
、
自
然
的
な
、
あ
る
い
は
外
部
的
な
条
件
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
面
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
、
経
営
側
が
か
つ
て
の
労
働
集
約
的

な
、
資
本
節
約
的
な
生
産
方
法
を
本
質
的
に
か
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
節
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
か
つ
て
用
い
え
た

最
大
の
調
整
策
―
雇
用
量
の
伸
縮
―
が
、
組
合
の
抵
抗
に
よ
っ
て
容
易
に
行
な

わ
れ
が
た
い
こ
と
が
、
動
脈
硬
化
の
症
状
を
い
よ
い
よ
は
げ
し
く
し
た
と
い
う
の
が
、

実
状
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
石
炭
の

不
況
が
、
ふ
た
た
び
石
炭
賃
金
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
う
た
が

い
を
い
れ
な
い
。
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